
様 式 Ｃ－１８〔作成例〕 
 
 

研 究 成 果 報 告 書（研究領域） 
 

 
 
 
 

〔表紙の例〕 
 
 
 
 
 
 

 

○○○○○○に関する総合的研究 
（研究領域名を記入する） 

 

 

○○○○ 
（領域番号を記入する） 

 
 

平成○○年度～平成○○年度科学研究費助成事業

（科学研究費補助金）（新学術領域研究（研究領

域提案型））研究成果報告書 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成○○年○○月 

 

領域代表者 ■ ■ ■ ■ 

◆◆大学◆◆学部教授 



 

 
「はしがき」などの巻頭には、「研究組織」、「交付決定額（配分額）」、「研究発表」及び「研究成果 
による産業財産権の出願・取得状況」を記入してください。 

 
 
 

〔巻頭の例〕 
＜はしがき＞ 

 
 
 

○○○○○○○○○○○・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（はしがきを記入する） 
 

 
研 究 組 織 

【計画研究】 

 

領域代表者 ： ■ ■ ■ ■ （◆◆大学◆◆学部教授） 
研究代表者 ： △ △ △ △ （△△大学△△学部教授） 
研究分担者 ： ○ ○ ○ ○ （○○大学○○学部准教授） 
研究代表者 ： ◎ ◎ ◎ ◎ （◎◎大学◎◎学部教授） 
研究分担者 ： × × × × （××大学××学部准教授） 
連携研究者 ： ▽ ▽ ▽ ▽ （▽▽大学▽▽学部准教授） 

（ 研究協力者 ： □ □ □ □ ） 
【公募研究】 

研究代表者 ： ▲ ▲ ▲ ▲ （▲▲大学▲▲学部教授） 
 

交付決定額（配分額） （金額単位：円） 
 

 直接経費 間接経費 合 計 
平成 年度    
平成 年度    
平成 年度    
平成 年度    
平成 年度    

総 計    
 

研 究 発 表 

(1) 雑誌論文 （発表者名、論文標題、雑誌名 等） 
(2) 学会発表 （発表者名、発表標題、学会等名 等） 
(3) 図 書 （著者名、出版社名、書名 等） 

 
研究成果による産業財産権の出願・取得状況  

産業財産権の名称、発明者名、権利者名、産業財産権の種類、番号、  
出願年月日、取得年月



 



様 式 Ｃ－１８〔作成上の注意〕 

 

＜対応事業＞ 
新学術領域研究（研究領域提案型） 
 

研究成果報告書の基本的な考え方 

 

科研費は、国民から徴収された税金等でまかなわれるものであり、研究者は、その成果を社会・国民

にできるだけ分かりやすく説明することが求められている。 

「新学術領域研究（研究領域提案型）研究成果報告書（研究領域）（様式Ｃ－１８）」は、国立情報学

研究所の科学研究費助成事業データベース（KAKEN）（https://kaken.nii.ac.jp/）において広く公開す

る。 

 

 領域代表者（総括班研究課題の研究代表者）が、研究領域内の各研究課題（公募研究含む。）の補助

事業の成果を取りまとめ、研究領域の研究期間終了後又は「成果取りまとめ」の研究課題の研究終了後

の翌年度の 6 月 30 日までに電子データとして作成し、所属する研究機関を通じて日本学術振興会に送

信すること（紙媒体の提出は必要ない）。 

 

１． 「研究領域名」及び「領域番号」 
交付決定のあった研究領域名及び領域番号を記入すること。 

 

２． 「標題」 

ア 冒頭には、当該年度を記入するとともに、（ ）内には研究種目名を記入すること。 

イ 年月欄には、作成・提出年月を記入すること。 
 

３． 「領域代表者」 

領域代表者名、研究期間終了時点で提出した実績報告書と同一の所属研究機関名、部局名及

び職名を記入すること。 
（例） 研助 太郎 ○○大学○○学部教授 

 

４． 「研究代表者」「研究分担者」「連携研究者」 

研究代表者、研究分担者について、研究期間終了時点で提出した実績報告書と同 一の所属

研究機関名、部局名及び職名を記入すること。また、連携研究者についても必ず記入し、必要

に応じ研究協力者名等も記入すること。 

 

５． 「交付決定額（配分額）」 

交付決定額をそれぞれ記入すること。なお、間接経費の交付を受けていない場合は、間接

経費欄に「0」を記入すること。 
 

６． 「研究発表」 

研究成果の全部又は一部を学会誌等に発表したものについては、次に記載した区分の順に所

要事項を記入すること。 
なお、発表予定のものは「発表予定」と明記すること。 
ア 雑誌論文（著者名（※1）、論文標題、雑誌名、査読の有無、巻、発行年（西暦）、最初と最

後の頁） 
イ 学会発表（発表者名（※1）、発表標題、学会等名、発表年月日、発表場所） 
ウ 図書（著者名（※1）、出版社名、書名、発行年（西暦）、総ページ数） 

※1 原則全員入力すること。ただし、最大20名程度とし、以下は省略不可とする。 

(a) 第一著者（学会発表の場合は発表代表者） 
(b) 研究代表者、研究分担者、連携研究者、研究協力者 

 

７． 「研究成果による産業財産権の出願・取得状況」 

本研究課題に関連して得られた研究成果で産業財産権（特許権、実用新案権、意匠権）を出



願している場合（取得を含む）にその内容を記載すること。なお、取得については、研究期間内に

出願し、取得したものに限る。 
 

８． 「研究成果」 

補助金が交付された期間にこの研究によって得られた新たな知見等の成果を、交付申請書に

記載した「研究目的・研究実施計画」に対応させて記載すること。 
なお、必要に応じて、今後の研究の展開に関する計画等についても記載すること。 

 

９． 提出について 

ア 研究成果報告書（研究領域）の提出にあたっては、PDFファイルをCD-RあるいはDVD-Rに

保存して日本学術振興会に送付すること。 

イ 上記ファイルの名前については領域番号に続いて「_kenkyu_seika_hokoku_ja.pdf」とする

こと。 

   例）領域番号1111の場合、「1111_kenkyu_seika_hokoku_ja.pdf」 

ウ 研究成果を社会・国民に説明するものであるため、原則欧文等での記入は避けること。 


	c-18_rei（修正なし）
	c-18_chui（修正なし）

